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海洋 INF・トマホークと
「ファイフ」横須賀栂港化計画一ー ← 
米ソ INF「全廃J条約のかげで進む海の核軍拡。

その焦点・北西大平洋◇そして私たち。

トマホークの配価をぷlすな！全国蓮動

●維持会員（月間会校）
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●通信会員
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あなたも仲間に！
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訴え

毎
港
化
に
反
対
す
る

一
九
八
七
年
十
二
月
二
十
五
日

(
 ｀
 十

二
月
二
十
五
日

東
京
で
記
者
会
見
発
表

海
洋
I
N
F
全
廃
を
求
め

十
二
月
八
日
、
米
ソ
首
脳
会
談
に
よ
っ
て
調
印
さ
れ
た
い
わ
ゆ

る
「

l
N
F
（
中
距
離
核
戦
力
）
全
廃
条
約
」
は
、
人
類
が
現
に

配
備
し
て
い
る
核
兵
器
を
削
減
す
る
方
向
に
一
歩
を
踏
み
出
し
た

画
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
次
は
戦
略
核
削
減
が
交
渉
テ
ー
マ
に
な

る
時
代
に
入
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
条
約
で
は
海
洋
配
備
の

I
1
N
F
は
全
く
手
つ
か

ず
に
対
象
外
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
私
た
ち
は
注
意
を

喚
起
し
た
い
C

日
本
周
辺
に
配
備
さ
れ
て
い
る
I
N
F
と
い
う
観

点
か
ら
言
え
ば
、
む
し
ろ
海
洋
配
備
の

I
N
F
こ
そ
が
「
限
定
」

核
戦
争
の
脅
威
を
つ
く
り
出
し
、
こ
の
地
域
の
軍
事
的
緊
張
を
高

め
て
い
る
。
そ
の
上
に
、
明
白
な
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
艦
フ
ァ
イ
フ

の
横
須
賀
舟
港
が
計
画
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
は
一
九
八
四
年
六
月
以
来
、
核
弾
頭
つ
き
の
巡
航
ミ

サ
イ
ル
・
ト
マ
ホ
ー
ク
の
海
洋
虻
備
を
開
始
し
た
◇
虻
備
数
は
年

々
増
加
し
て
お
り
、
一
九
九
―
一
年
＼
三
年
に
は
七
五
八
発
に
達
す

る
。
こ
れ
は
、
今
回
廃
棄
の
対
象
と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
祀
備
済

み
陸
上
I
N
F
の
一
・
八
倍
と
な
る
。
ソ
連
も
ま
た
、
海
洋
I
N

F
の
開
発
に
力
を
注
い
で
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ト
マ
ホ
ー
ク
に
対

抗
す
る
核
巡
航
ミ
サ
イ
ル

S
S
l
N
x
|
2
1
、
S
S
I
N
X
I
2
4

の
展
開
を
積
極
的
に
支
持
し
、
日
本
の
自
衛
隊
が
ア
メ
リ
カ
の
海

洋
I
N
F
体
制
と
協
力
す
る
政
策
を
取
り
続
け
て
き
た
。
ま
た
そ

の
政
策
を
正
当
化
す
る
主
た
る
理
由
は
、
ソ
連
の
極
東
S
S
2
0

ヘ

の
対
抗
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
正
当
化
の
適
否
は
さ
て
お

く
と
し
て
も
、
ソ
連
が
極
東
S
S
2
0
の
全
廃
に
合
意
し
た
今
に
お

い
て
も
、
日
本
政
府
は
従
来
か
ら
の
政
策
を
変
え
よ
う
と
し
て
い

な
い
。
ま
た
、
日
本
政
府
は
、
平
和
・
軍
縮
へ
の
外
交
に
全
く
積

極
的
な
姿
勢
を
示
さ
ず
、
無
為
・
無
策
に
等
し
か
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
日
本
政
府
の
態
度
が
、
世
界
の
す
う
勢
に
反
し
て
日
本
周
辺

の
軍
事
的
緊
張
を
高
め
る
今
日
の
結
果
を
招
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

少
な
か
ら
ぬ
国
際
政
治
学
者
が
、
次
の
核
戦
争
は
海
洋
に
端
を

発
す
る
で
あ
ろ
う
と
警
告
し
て
い
る
。
戦
域
核
戦
争
を
封
じ
込
め

る
こ
と
に
人
類
が
成
功
し
つ
つ
あ
る
い
ま
、
日
本
の
み
が
海
洋
ー

N
F
の
増
強
に
む
か
っ
て
突
出
し
て
い
る
状
況
を
、
私
た
ち
日
本

民
衆
は
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九
八
八
年
六
月
に
国
連
軍

縮
総
会
S
S
D
皿
が
開
催
さ
れ
る
が
、
そ
れ
も
念
頭
に
お
き
な
が

ら
、
私
た
ち
は
こ
の
課
題
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
衆
が
、
草
の
根
の
反
核
運
動
で
陸
上
か
ら
ー

N
F
を
追
放
し
た
先
例
に
な
ら
っ
て
、
日
本
の
民
衆
が
、
ア
ジ
ア

•
太
平
洋
の
民
衆
と
手
を
結
ん
で
海
洋IN
F

の
全
廃
の
運
動
を

お
こ
す
こ
と
を
訴
え
る
。
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
第
一
歩
と
し
て
、

海
洋
I
N
F
の
全
廃
を
求
め
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
フ
ァ
イ
フ
の
母
港
化

に
反
対
す
る
大
き
な
署
名
運
動
を
提
唱
す
る
。
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま

な
レ
ベ
ル
で
の
創
意
あ
る
運
動
を
連
続
的
に
つ
く
り
出
し
、
こ
の

共
通
の
テ
ー
マ
の
実
現
に
む
け
て
、
草
の
根
の
民
衆
が
相
互
に
協

力
し
あ
っ
て
―
つ
の
世
論
を
つ
く
り
あ
げ
て
ゆ
こ
う
。

を
一
九
八
八
年
よ
り
配
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

核
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
以
来
、
日
本
へ
の
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
艦

の
寄
港
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
昨
年
八
月
に
は
、
ト
マ
ホ
ー
ク

戦
力
と
し
て
名
高
い
戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
が
佐
世
保
に
寄
港

し
た
。
ト
マ
ホ
ー
ク
の
テ
ス
ト
艦
と
さ
れ
た
潜
水
艦
ギ
タ
ー
ロ
や

駆
逐
艦
メ
リ
ル
も
、
佐
世
保
、
呉
、
横
須
賀
に
寄
港
し
た
。
ト
マ

ホ
ー
ク
艦
を
従
え
た
空
母
戦
闘
団
が
日
本
海
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で

極
め
て
挑
戦
的
な
軍
事
演
習
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
そ
し
て
つ
い

に
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
は
、
ト
マ
ホ
ー
ク
垂
直
発
射
台
の
据
え
付
け

工
事
を
終
え
た
ば
か
り
の
駆
逐
艦
フ
ァ
イ
フ
の
毎
港
を
一
九
八
八

年
九
月
ま
で
に
横
須
賀
に
定
め
る
と
発
表
し
た
。
世
界
で
初
め
て

の
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
の
海
外
毎
港
で
あ
る
。

フ
ァ
イ
フ
の
母
港
化
に
よ
り
、
日
本
の
核
状
況
は
決
定
的
に
変

化
す
る
。
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
が
寄
港
す
る
と
い
う
段
階
か
ら
、
日
本

に
常
駐
し
て
、
居
な
が
ら
発
射
で
き
る
状
態
が
保
た
れ
る
と
と
も

に
に
、
否
定
し
よ
う
の
な
い
核
の
出
撃
基
地
と
な
る
。
陸
上
に
核

ミ
サ
イ
ル
発
射
基
地
が
据
え
ら
れ
る
の
と
変
ら
な
い
意
味
を
持
つ
。

こ
れ
以
上
に
非
核
三
原
則
を
ふ
み
に
じ
る
事
態
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

日
本
政
府
は
、
日
本
近
海
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
海
洋
I
N
F

池
山
重
朗
（
反
核
千
人
委
員
会
世
話
人
）
／
上
原
淳
道
（
関

東
学
院
大
学
講
師
）
／
浮
田
久
子
／
梅
林
宏
道
（
ト
マ
ホ
ー

ク
の
配
備
を
許
す
な
全
国
運
動
）
／
大
石
武
一
（
反
核
千
人

委
員
会
代
表
世
話
人
）
／
大
沢
一
枝
（
生
活
ク
ラ
プ
生
協
神

奈
川
東
部
プ
ロ
ッ
ク
反
核
と
平
和
を
考
え
る
会
）
／
小
田
原

栄
子
（
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
呉
市
民
の
会
）
／
北

沢
洋
子
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー
）
／
草
野
信
男

（
元
東
大
教
授
）
／
久
保
文
（
平
和
事
務
所
）
／
小
石
玲

子
（
赤
と
ん
ぼ
の
会
・
大
分
）
／
近
藤
悠
子
（
婦
人
民
主
ク

ラ
プ
委
員
長
）
／
斉
藤
鶴
子
（
草
の
実
会
）
／
島
田
信
子
／

東
海
林
動
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
平
和
委
員
会
）
／

新
村
猛
（
名
古
屋
大
学
名
営
教
授
）
／
高
木
仁
三
郎
（
原

子
力
資
料
情
報
室
）
／
田
村
清
（
反
核
医
師
の
会
）
／
新

倉
裕
史
（
非
核
市
民
宣
言
運
動
ヨ
コ
ス
カ
）
／
服
部
学

（
立
教
大
学
教
授
）
／
前
田
哲
男
（
軍
事
評
捨
家
）
／
松
木

傑
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
平
和
委
員
会
）
／
松
谷
被

錢
（
日
本
山
妙
法
寺
）
森
田
宗
一
（
元
東
京
地
裁
判
事
）
／

谷
津
志
津
（
主
婦
）
／
山
下
史
（
翻
訳
家
）
／
行
宗
一

（
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
協
議
会
）
／
吉
川
勇
一
（
日
本

は
こ
れ
で
い
い
の
か
市
民
連
合
）
／
吉
武
輝
子
（
戦
争
へ
の

道
を
許
さ
な
い
女
た
ち
の
連
絡
会
）
／
吉
田
満
智
子
（
ト
マ

ホ
ー
ク
阻
止
京
都
連
絡
会
）
／
吉
田
嘉
清
（
平
和
事
務
所
）

／
渡
辺
峯
（
日
本
Y
W
C
A
会
長
）

ヽ

ト
マ
ホ
ー
ク
艦
フ
ァ
イ
フ
の
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「
反
ト
マ
ホ
ー
ク
草
の
根
署
名
運
動
」
は
母
港
化

の
事
実
と
そ
の
意
味
を
広
く
市
民
に
知
ら
せ
る
た
め
、

一
月
十
一
日
朝
刊
の
「
読
売
新
聞
」
に
チ
ラ
シ
を
折

り
込
み
虻
布
す
る
。
チ
ラ
シ
に
は
大
き
く
「
六
七
五

の
ヒ
ロ
シ
マ
」
。
米
議
会
資
料
に
よ
れ
ば
フ
ァ
イ
フ

は
囲
十
五
発
の
ト
マ
ホ
ー
ク
を
搭
載
す
る
。
ト
マ
ホ

ー
ク
は
一
発
で
広
島
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
の
十
五
倍

の
破
壊
力
。
四
十
五
X
十
五
1
1
六
七
五
と
い
う
わ
け

だ
。
ま
た
、
市
民
多
数
が
名
を
連
ね
た
「
市
長
へ
の

手
紙
」
も
計
画
。

「
非
核
市
民
宣
言
運
動
ヨ
コ
ス
カ
」
は
二
六
ペ
ー

ジ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
り
の
突
貰
作
業
中
。
新
年
早

々
発
行
を
め
ざ
す
C

フ
ァ
イ
フ
の
ハ
リ
ボ
テ
を
引
き

横
須
賀
—
ー ，―̀ へ^ヘ

（の

J 
』

海
洋
に
お
け
る
核
軍
拡
の
も
っ
と
も
ホ
ッ
ト
な
現

場
で
あ
る
北
西
太
平
洋
の
状
況
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て

て
、
八
八
年
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
三
ヶ
月
間
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

「
核
の
海
を
生
命
の
海
へ

タ
イ
ト
ル
は

ー
ピ
ー
ス
・
ス
ピ
リ
ッ

ト
88
」
。
呼
び
掛
け
は
次
の
八
団
体
で
あ
る
。

●
ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

の
固
備
を
許
す
な
＇
・
全
国
運
動

●
ト
マ
ホ
ー
ク

88年春

海の軍備撤廃をかかげ
9ぅ月の壽
一核の海を生命の海へ

犀

責〉ンペ＝ン'
ピーススピリット88-

●
日
本
カ
ト
リ
ッ ｀
 

ー

•
し

ロ(
'
 

ク
正
義
と
平
和
協
議
会

会
平
和
委
員
会

連
合
民
主
ク
ラ
プ

ベ
ラ
ウ
、

を
迎
え
て
、

現
在
）

＊ 

＊
 

●
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議

●
日
本
は
こ
れ
て
い
い
の
か
市
民

●
日
本
Y
W
C
A
強
調
点
委
員
会

●
乎
和
事
務
所

日
時
l
三
月
六
日
韓
国
、

場
所
1
1
東
京

(

+

-

次
の
様
な
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
内
容
や
、

見
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

＊ 

●
婦
人

一
月
二
三
日

＊
北
西
太
平
洋
反
核
国
際
シ
ン
ポ
ン
ウ
ム

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
か
ら
ゲ
ス
ト

各
国
の
状
況
を
間
き
、
「
私
た
ち
が
支

援
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
「
私
た
ち
自
身
が
日
本
で

な
す
べ
き
こ
と
は
何
か
」
を
話
し
合
う
し

＊
海
の
宙
砥
晋
贔
g
の
た
め
の
国
際
共
同
行
動

日
時
＂
i
i
五
月
末
場
所

1
1
横
須
賀
（
予
定
）

北
大
西
洋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(
N
A
N
)
、
海
の
軍

備
撤
廃
を
，
•
太
平
洋
運
動(
P
C
D
S
)
の
呼
び
掛

け
に
こ
た
え
る
行
動
。
八
六
年
以
来
三
度
目
の
取
り

組
み
で
あ
る
。

＊
第
三
回
国
連
軍
縮
総
会

(
S
S
D
皿
）
、
非
核
独

立
太
平
洋
デ
ー
・
ピ
キ
ニ
デ
ー
（
三
・
一
）
を
は
じ

め
様
々
な
行
動
へ
の
取
り
組
み
を
考
慮
す
る
つ

こ
の
期
間
中
の

行
動
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
は
賛
同
す
る
人
々
の
意

な
が
ら
の
「
辻
説
法
」
の
プ
ラ
ン
も
。

と
も
か
く
、
ト
マ
ホ
ー
ク
紀
備
開
始
を
控
え
た
八

四
年
の
あ
の
「
初
心
」
に
か
え
っ
て
、
市
民
の
「
反

ト
マ
世
論
」
を
堀
り
起
こ
し
、
市
長
に
「
母
港
拒
否
」

に
踏
み
切
ら
せ
た
い
、
と
横
須
賀
の
仲
間
た
ち
。

(¥¥ ‘̀ 事
が
予
想
さ
れ
行
動
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
二
つ
の
軍
事
演
習
。

箇
習
「
チ
ー
ム
・
ス
ピ
リ
ゥ
，
ト
88
」
そ
し
て
も
う
ひ

A

I

 と
つ
は
「
リ
ム
ハ
ッ
ク
（
環
太
乎
洋
合
同
派
習
）

88

。
前
者
は
ノ
・
テ
ウ
新
政
権
発
足
へ
の
動
き
の
中
で

特
に
注
目
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
韓
国
民
王
化
闘
争

の
中
で
は
「
反
戦
・
反
核
」
が
中
心
テ
ー
マ
と
な
り

つ
つ
あ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
後
者
に

は
日
本
の
海
上
自
衛
隊
が
参
加
す
る
。
海
洋
を
舞
台

と
し
た
軍
拡
競
争
へ
の
日
本
の
積
極
的
参
加
を
こ
れ

ほ
ど
ま
で
は
っ
き
り
と
示
す
事
件
は
な
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
へ
の
反
対
行
動
を
お
こ
し
た
い
。

三
月
十
八
日
に
は
「
ア
ク
シ
ョ
ン
ボ
ー
ト
」
が
一
二

宅
島
に
発
つ
。
さ
ら
に
四
月
一

て
は
「
チ
ェ
ル
ノ
プ
イ
リ
一

行
わ
れ
る
。

八
八
年
の
春
は
、

ヽ

に
と
ぅ
て

と
て
も
重
要
な
時
と
な
る
だ
ろ
う
。

反
ト
マ
ホ
ー
ク
全
国
運
動
は
「
フ
ァ
イ
フ
の
横
頒

賀
母
港
化
を
止
め
る
」
こ
と
を
中
心
テ
ー
マ
に
こ
れ

ら
の
行
動
に
カ
一
杯
取
り
組
み
た
い
。

中
て
も
こ
ヒ
ー
，
ス

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
他
の
行
事
や
行
動
と
連
携
し
な

が
ら
推
進
し
た
い
。
読
者
の
み
な
さ
ん
、

協
力
と
支
援
を
＇
・

＊ ＊ 

服

部

学

田
巻
一
彦

i-―
-

,

9●

:
F
l
,
:
 

＊ ＊ 

マ

ぶ

＼

＼

｝

、

＊ 

ひ
と
つ
は
米
韓
合
同

干
三
＼
四
日
に
か
け

一
周
年
」

の
全
国
行
動
が

私
た
ち
の
「
平
和
―

「
反
核
」

・
ス
ピ
リ
ッ
ト
88
」
の
三
ヶ
月

ぜ
ひ
と
も

、Aー！
：
l．iig,!‘.i!,t9
き
i
.9.

i
:
i
:
"

4

i
大
変
寒
い
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
．

｛
世
の
中
に
杢
叶
肝
な
事
件
が
相
ぶ
さ
、
何
か
し
ら
寒
々
し
い
時
代
ま
工
符
＃
i
す
が
、
い
か
が
お
す
ご
し
で
し
ょ
｀
公
か
．
t

[
そ
ん
な
中
で
、
私
た
ち
枯
音
、
ご
く
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
祐
お
い
を
檀
費
：
狩
ち
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
ト
マ
ホ
ー
ク
餡
フ
ァ
イ
フ
の
横
須
賀
牲
環
化
・

L

を
県
民
と
し
て
ど
＆
々
え
る
の
か
、
に
つ
い
て
骨
袢
凸
竪
e
行
い
ま
し
た
、

一
す
で
に
ト
マ
ホ
ー
ク
の
発
射
芍
ぷ
樋
t
た
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
駆
逐
艦
フ

7
イ
フ
を
八
八
米
会
駐
孟
竺
八
七
年
十
月
＼
八
八
年
九
月
）
中
に
横
’
賀
に
配
一

-
9とい
う
且
圃
に
つ
い
て
は
、
同
封
の
切
り
誓
の
よ

2'
刑

軋

道

で

み

な

さ

ま

と

四

存

知

の

通

り

と

思

い

ま

す

．

｝

i
こ
れ
は
世
介
で
は
じ
め
て
の
巡
嬰
ヽ
サ
イ
ル
・
ト
マ
ホ
ー
ク
の
米
本
舌
介
へ
の

U
専
五
品
や
¥
手
。
ま
た
、
私
た
ち
が
設
し
ば
p
し
た
い
の
は
、
米
又
か
1

-

]

N

F

全
廃
に
合
意
し
た
ま
さ
に
そ
の
時
に
、
捐
ぽ
店
m
I
N
Fた
る
ト
マ
ホ
ー
ク
の
発
射
管
至
ハ
一
基
も
新
収
K

A

ア
メ
リ
カ
の
軍
艦
が
日
本
を
拠
点
に
し
i

よ
っ
ヤ
そ
ぃ
命
美
I
'
•
関
の
孟
へ
g
代
に
逆
行
し
た
こ

9

盪
拡
を
、
横
贋
贋
、
神
奈
川
県
民
、
ひ
い
て
は
日
歪
週
祁
へ
な
ぜ
受
け
人
一

一
れ
な
け
れ
り
’
乞
い
の
で
し
ょ
｀
ぶ
．
駆
温
モ
J
い
う
船
か
、
窯
忍
｀
勝
工
藩
承
艦
の
よ
っ
に
人
目
を
ひ
か
な
い
た
め
に
、
フ
ァ
イ
フ
歴
喪
削
題
は
、
｛

ー
い
ま
の
と
こ
ろ
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
あ
そ
払
は
で
き
れ
ず
、
政
党
レ
ベ
ル
で
も
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
．
し
か
し
．
私
た
ち
の
見
る
と
こ
ろ
、
ト
マ
ー

ー
ホ
ー
と
g
の
屈
襟
拉
2

、
音
ミ
ソ
ド
ウ
ェ
ー
の
晶
と
低
学
る
ほ
ど
の
墨
平
的
窯
化
を
日
否
団
辺
に
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
母
[

i
に
劣
ら
な
い
県
民
の
関
心
を
呼
び
お
こ
す
べ
き
事
件
で
す
．

一
そ
こ
ヌ
私
た
ち
は
開
記
の
よ

3'
民
草
の
栂
握
翌
も
こ
し
、
可
能
な

5
安
i
ナ
点
趾
穿
計
画
し
て
ゆ
く
必
要
な
の
t
葺
え
ま
し
た
。
つ
き
ネ
し
て
～

一
は
、
あ
玄
様
に
も
呼
ば
柑
入

E万
玉
誓
界
．
思
い
、
お
誘
い
i
i
す
t
じ
に
、
左
記
の
呼
び
掛
け
入
含
蘊
だ
御
出
席
い
た
だ
き
ま
す
§
2
0願

l

ぃ
t
裔
手
。
な
お
、
肖
口
、
呼
ば
料
’
人
会
議
の
あ
と
記
支
覧
肴
い
、
広
丘
品
・
個
人
へ
の
呼
び
同
り
行
え
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
後
日
、
i

私
た
ち
の
い
ず
れ
か
が
御
連
格
を
さ
し
わ
け
、
御
意
阿
を
お
｀
？
か
が
い
い
た
し
ま
す
．

一
九
八
七
年
十
二
月
十
五
日

晶
精
―
―
ー
（
か
な
が
わ
非
核
交
流
会
）
／
石
谷
行
（
法
政
大
学
教
授
）
／
梅
g
ず
の
連
絡
先

0
四
六
八
（
四
二
）
九
一
五
八

林
宏
道
（
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
I
・
全
国
運
動
）
／
大
沢
一
枝
（
生
活

0
四
五
（
五
四
五
）
二
五
三
七

ク
ラ
プ
東
部
プ
ロ
ー
ク
反
核
と
平
和
を
考
え
る
会
）
／
田
巻
一
彦
（
日
雑
連
帯

神
奈
川
民
衆
会
議
）
／
鳥
海
豊
（
反
ト
マ
ホ
ー
ク
草
の
根
署
名
運
動
）
／
新

倉
裕
史
（
非
核
市
民
宣
言
運
動
ヨ
コ
ス
カ
）
／
服
部
学
（
立
教
大
学
教
授
）

h

`

9

1

,

'

9

9

・1-

ヽ

9
,
~
~
9
`

’~,.1.''̀ ,'~r,1~

— 

神
奈
川

八
四
年
に
県
民
世
論
の
高
ま
り
を
バ
ッ
ク
に
生
み

出
さ
れ
た
「
神
奈
川
県
非
核
兵
器
宣
言
」
が
迎
え
る

最
大
の
試
練
。
「
横
須
賀
を
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
フ
ァ
イ

フ
の
紐
港
に
さ
せ
な
い
県
民
運
動
（
仮
称
）
」
が
一

月
十
五
日
の
「
呼
び
掛
け
人
会
議
」
で
ス
タ
ー
ト
す

る
（
資
料
参
照
）
。
こ
こ
で
も
焦
点
は
自
治
体
の
動

向
に
な
る
だ
ろ
う
3

＊ 
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［図2]空母とトマホークによる対‘I攻撃

(85年米上院軍事委員会資料より）

「ファイフ ョコスカ栂港化」

H

T

 

BB 

F14 

EA 

SaM 

CM 

S3 

E2 

f 

：ハープーン対艦ミサイル

：トマホーク海上発射巡航

ミサイル

：バックファイアー煤撃機

: F14戦闘機

: EA-6B屯子偵察機

：艦対空ミサイル

：巡航ミサイル

:s3対潜魚雷

:E2早期替戒機

：戦闘機

C :巡洋艦

U

L

t
H

b

6

A

 

S

S

I

 

A

F

 
~
 

K :キエフ

0 :駆逐艦

B : A6艦J・攻撃械／F/Al8

戦闘攻撃機

：沿水艦

: LAMPSヘリ投下焦宙

：魚'lli 
: SH 3ヘリコプター

：戦艦

:A6艦上攻撃機

: F/A18戦闘攻撃機

：町

■ミッドウェー空料機動部隊にはじめてトマホーク能カー海洋戦略のエスカレーション
空母には出来なかった遠距離の対地核攻撃に加えて、通常弾頭のトマホークは人的損害（勿論「攻繋する」

側の）無しに、敵の陣地や拠点を高い精度で叩ける。第三世界への介入・威圧にもってこいの兵器だ。

図ー 2は1985年に米海軍が上院軍事委員会に提出した空母とトマホークによる対ソ攻撃の想定図である。

図ー 3は1987年に下院軍備委員会に出されたものだが。空母を取り巻く水上艦から突き出た長い矢印（対地

攻繋を表す）に添えられた射程距離の数字に注目。 1200NH（カイリ）とある。 1カイリは約1.8キロだから

これは2200キロに相当する。核トマホークの射程距離（最大2500キロといわれる）と一致する。ファイフに

搭載するトマホークが核付きであることがこんな所からも確められるのだ。

資料 I 

(6) 

の軍事的意味

I これは誇張でも何でもない。ファイフと同型の駆逐艦で横須賀を母港にしているオルデ

ンドーフが1985年に横須賀に滞在した日数はのべ 133日。ほぼ3日に 1日である。垂直発

射システムは港に停泊中でも使用可能。入港中に発射体制を解除するとはまず考えられな

い。しかも、ソ連極東部の重要基地はかなり内陸のものまでスッポリと核トマホークの射

程におさまってしまう，

■海洋INF・ トマホークの発射台が横須賀に建設される。

． 
チタ 谷反

●

n
 
レJ
 ＇ 

． 
スポネーヘ二

［図1Jソ連極東基地から

2000キロの円を描

く（トマホークの

射程距離は2500キ

口）
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■搭載するトマホークは45発
ファイフ(/)垂直発射システム (VLS)は61の発射

台から構成される。 1984年の米議会資料によれば、こ

の内化がトマホーク◊ !枇界の艦船］ （87年12月号）

には37と書かれているが根拠不明。いずれにしても86

年に日本に寄港したニュージャージ一の32発を上回る

数である。残りの発射台はアスロックやハープーンに

あてられる

‘
 ＇
 

グ

ファイフと同じ垂直発射システム



し9) (8) 

米
国
と
ソ
連
の
間
の
中
距
離
核
戦
力

(
I
N
F
)

全
廃
条
約
が
十
二
月
に
調
印
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
の
合
意
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る

長
射
程
、
短
射
程
I
N
F
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ダ
プ
ル
・
ゼ
ロ
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
我
々
は
こ
の
歴
史
的
な
核
兵
器
の
削
汲
を
歓
迎

す
る
。
そ
れ
は
冊
界
中
の
強
力
な
平
和
運
動
の
成
果

で
あ
る
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
現
在
の
交
渉
は
海
洋
虻
備

の
I
N
F
を
考
慮
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
米
国
は
一

九
八
四
年
に
海
洋
発
射
型
核
巡
航
ミ
サ
イ
ル
・
ト
マ

ホ
ー
ク
の
配
備
を
開
始
し
、
そ
の
配
備
数
は
最
終
的

に
は
七
五
八
基
に
達
す
る
。
こ
の
数
は
今
行
わ
れ
よ

t
一
炉

r

決
議
五
I
N
F
撤
廃
に
向
け
て

ヽ`

資料 II 

新
兵
器
、 に

お
け
る
決
議
か
ら

第
五
回

非
核
独
立
太
平
洋
会
議

＾ マ
ニ
ラ
）

米
海
軍
は
一
九
八
八
会
計
年
度
内
に
日
本
の
横
須

賀
を
駆
逐
艦
フ
ァ
イ
フ
の
母
港
と
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
フ
ァ
イ
フ
（
七
八
一

0
ト
ン
、
乗
組
員

三
二

0
人
）
は
、
す
で
に
六
十
一
基
の
海
洋
発
射
巡

航
ミ
サ
イ
ル
・
ト
マ
ホ
ー
ク
の
発
射
台
を
備
え
た
垂

直
発
射
シ
ス
テ
ム
を
装
備
済
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
ト

マ
ホ
ー
ク
能
力
艦
の
初
め
て
の
米
本
土
外
へ
の
毎
港

化
計
画
で
あ
る
。
横
須
賀
は
す
で
に
空
母
ミ
ッ
ド
ウ

ェ
ー
の
毎
港
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
フ
ァ
イ
フ
は
ミ

ッ
ド
ウ
ェ
ー
空
毎
戦
闘
団
の
中
で
最
初
の
ト
マ
ホ
ー

ク
能
力
艦
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

フ
ァ
イ
フ
の
横
須
賀
母
港
化
は
(

a

)

太
平
洋
に

お
け
る
ト
マ
ホ
ー
ク
配
備
計
画
の
新
た
な
エ
ス
カ
レ

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ト
リ
プ
ル
・
ゼ
ロ
」
を
要
求
す
る

世
界
規
模
の
支
配
権
力
と
太
平
洋
地
域
の
支
配
権

カ
の
両
方
に
よ
る
海
の
軍
拡
が
い
ま
太
平
洋
に
進
行

し
て
い
る
。
そ
の
軍
備
増
強
は
必
然
的
に
破
滅
的
な

と
り
わ
け
長
射
程
の
海
洋
発
射
巡
航
ミ
サ

イ
ル
の
虻
備
を
引
き
起
こ
し
た
。

海
洋
の
軍
備
蔵
争
は
介
入
戦
争
と
核
戦
争
の
両
方

の
危
険
を
増
大
さ
せ
、
太
平
洋
民
衆
の
尊
巌
の
み
な

ら
ず
生
存
そ
の
も
の
を
お
ひ
や
か
し
、
海
箪
力
の
絶

え
ざ
る
増
強
は
非
核
独
立
太
平
洋
憲
章
の
精
神
も
忌

図
も
、
直
阿
か
ら
路
み
に
じ
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
て
‘

ょ
海
の
軍
備
撒
廃
＇
•
太
平
洋
運
動
L

し

去
る
十
一
月
五
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
マ

ニ
ラ
で
開
か
れ
た
こ
の
会
議
で
も
、

I
N
F
全

廃
へ
の
動
き
を
に
ら
み
な
が
ら
、
海
洋
に
お
け

る
核
軍
拡
競
争
、
海
洋
I
N
F
・
ト
マ
ホ
ー
ク

の
増
強
や
、
フ
ァ
イ
フ
の
横
須
賀
母
港
化
が
取

り
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
反
対
す
る
草
の
根
運

動
を
強
め
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。

決
議
四

ト
マ
ホ
ー
ク
を
装
備
し
た
米
駆
逐
艦
「
フ
ァ
イ
フ
」
の

横
須
賀
栂
港
化
に
反
対
す
る

ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、

(

b

)

ト
マ
ホ
ー
ク
能
力
艦
の

太
平
洋
に
お
け
る
公
然
た
る
作
戦
行
動
、
寄
港
の
増

加
と
(

C

)

太
平
洋
、
と
り
わ
け
北
西
太
平
洋
に
お

け
る
軍
事
介
入
と
核
戦
争
の
脅
威
の
増
大
、
を
意
味

し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
一
九
八
七
年
非
核
独
立
太
平
洋
会

議
は
、
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
艦
フ
ァ
イ
フ
の
横
須
賀
保

港
化
計
画
に
反
対
し
、
米
海
軍
に
よ
る
将
来
の
い
か

な
る
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
艦
の
太
平
洋
剃
備
計
画
に
も

反
対
す
る
こ
と
を
決
議
す
る
。

あ
る
C

海
軍
の
高
官
は
、

公
式
に
、
前
記
の
条
約
に

よ
っ
て
禁
止
さ
れ
る
陸
上
配
備
I
N
F
を
海
洋
配
備

核
兵
器
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
述
べ

う
と
し
て
い
る
合
意
で
廃
棄
さ
れ
る
ミ
サ
イ
ル
数
を

上
回
る
。
一
方
、
ソ
連
は
ト
マ
ホ
ー
ク
に
対
抗
し
て

s
sー
N
X
ー
21
、
S
S
iー

N
X
1
2
4
を
配
備
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
海
洋
発
射
刑
核
巡
航
ミ
サ
イ
ル
は
、
現
在

の
海
軍
力
の
増
大
の
最
も
危
険
な
側
面
の
一
っ
で
あ

り
、
太
平
洋
民
衆
の
安
全
と
主
権
を
脅
か
す
も
の
で

決
議
六

'

,

1

'

「
海
の
軍
備
徹
廃
を
！
太
乎
洋
運
動
（

P
C
D
S
)
に
賛
同
し

「
一
九
八
八
租
海
の
軍
備
搬
廃
の
た
め
の
行
勲
週
間
」
を
支
持
す
る

こ

て
い
る
ウ
そ
の
帰
結
は
海
洋
に
お
け
る
軍
拡
競
争
の

強
化
に
は
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
八

七
年
非
核
独
立
太
平
洋
会
議
は
、

I
N
F
全
廃
に
向

け
て
、
短
射
程
、
長
射
程
I
N
F
の
み
な
ら
ず
、
海

洋
発
射
型
巡
航
ミ
サ
イ
ル
を
も
含
め
た
「
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ト
リ
プ
ル
ゼ
ロ
」
が
合
意
さ
れ
る
よ
う
要
求

し
、
こ
の
会
ぷ
の
参
加
者
が
こ
の
決
議
を
各
国
政
府

お
よ
び
各
田
の
平
和
運
動
に
対
し
て
送
り
届
け
、
行

動
を
促
す
こ
と
を
決
議
す
る
。

は
、
海
洋
は
信
仰
の
基
碇
と
し
て
、
食
柑
と
生
計
の

源
と
し
て
、
そ
し
て
旅
と
輸
送
の
航
路
と
し
て
、
神

聖
な
精
神
と
惇
敬
の
念
と
平
和
な
心
で
利
用
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う
太
平
洋
先
住
民
の
誰
も
が
共
有

す
る
願
望
に
注
目
し
て
い
る
。

一
九
八
―
二
年
バ
ヌ
ア
ツ
の
ボ
ー
ト
ビ
ラ
て
開
か
れ

た
非
核
独
立
太
平
洋
会
議
は
、
海
洋
発
射
巡
航
ミ
サ

ィ
ル
に
力
を
合
わ
せ
て
反
対
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

閣
始
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
か
、

一
九
八
五
年
以
来
、

「
海
の
軍
備
撒
溌
を
！
太
王
げ
運
動
一
か
こ
の
合
意

を．
h

、
士
実
に
実
践
す
る
と
と
，
a
に
太
平
洋
憲
阜
を
支
持

ぐ

◆ 

♦ 

♦ 
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決
議
十
九

リ
ム
パ
ッ
ク

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
提
案

非
核
は
識
別
で
き
る
」

ヽ
＞

反
対
行
動

す
る
そ
の
他
の
活
動
に
も
と
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、

太
平
洋
運
動
は
太
平
洋
問
題
資
料
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
会
の
協
力
を
え
、
た
え
ず
情
報
を
交
換
し
て
き
た
。

一
九
八
五
年
以
来
、
太
平
洋
運
動
と
北
大
西
洋
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
組
織
し
て
き
た
「
海
の
軍
備
撤
廃
の

た
め
の
抗
議
行
動
」
に
は
太
平
洋
の
多
く
の
グ
ル
ー

プ
が
参
加
し
て
き
た
が
、
両
者
は
い
ま
、
「
一
九
八

八
年
海
の
軍
備
撤
廃
の
た
め
の
行
動
週
間
」
（
五
月

二
二
日
＼
三
0
日
）
を
提
唱
し
て
い
る
。
太
平
洋
に

お
け
る
焦
点
は
、
そ
の
時
行
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う

軍
事
渓
習
リ
ム
パ
ッ
ク
に
当
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。

リ
ム
パ
ッ
ク
軍
事
演
習
が
一
九
八
八
年
に
太
平
洋

に
お
い
て
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
中
で
ハ
ワ

イ
の
カ
ホ
ラ
ウ
ェ
島
の
爆
撃
が
行
わ
れ
る
。
カ
ホ
ラ

ウ
ェ
島
は
ハ
ワ
イ
先
住
民
に
と
っ
て
宗
教
や
文
化
行

事
を
行
う
神
聖
に
し
て
冒
す
べ
か
ら
ざ
る
島
で
あ
り
、

五
0

0
以
上
の
考
古
学
的
遺
跡
と
二
0
0
0
以
上
の

考
古
学
的
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
一
九
八
四
年
以
来
、

ア
メ
リ
カ
が
カ
ホ
ラ
ウ
ェ
島
を
爆
撃
す
る
際
に
今
な

お
参
加
し
て
い
る
外
国
軍
は
カ
ナ
ダ
の
み
で
あ
る
。

「
ト
マ
ホ
ー
ク
の
核

米
ソ
I
N
F
条
約
調
印
(
+
二
月
八
日
）

そ
の
後
の
軍
縮
交
渉
の
議
題
と
し
て
海
洋
発
射
巡
航

の
あ
と
、

ミ
サ
イ
ル

(
S
L
C
M
、

ホ
ー
ク
）
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

介
し
て
、

意
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
ト
マ

に
日
本
の
新
間
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

連
し
て
ト
マ
ホ
t
ク
の
核
・
非
核
の
識
別
に
つ
い
て
、

ソ
連
側
が
興
味
深
い
提
案
を
し
た
こ
と
が
、
京
都
の

青
木
雅
彦
さ
ん
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

R
・
ホ
ワ

イ
ト
氏
か
ら
の
情
報
で
わ
か
っ
た
の
で
、

コ
メ
ン
ト
す
る
。

ま
ず
、
記
事
の
紹
介
。

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
は
、

か
に
し
た
。

十
日
、

す
で

そ
れ
に
関

そ
れ
を
紹

『
＜
ワ
シ
ン
ト
ン
発
I
I
A
F
P
時
事
＞
ソ
ビ
エ
ト
の

水
上
艦
や
潜
水

艦
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
核
兵
器
の
存
在
の
み
な
ら
ず

そ
の
能
力
を
も
検
出
す
る
モ
ニ
タ
ー
装
置
を
開
発
し

う
る
よ
う
な
飛
躍
的
な
技
術
進
歩
が
あ
っ
た
と
明
ら

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
と
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
、

こ
こ
で
の
三
日
間
の
首
脳
会
談
で
こ
の
よ
う
な
海
洋

核
兵
器
に
制
限
を
設
け
る
交
渉
を
始
め
る
こ
と
を
合

、し`

以
上
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
一
九
八
七
年
非

核
独
立
太
平
洋
会
議
は
「
海
の
軍
備
撤
廃
を

1
•
太
平

洋
運
動
」
を
評
価
し
、
真
の
非
核
独
立
太
平
洋
の
実

現
に
む
か
う
絶
え
ざ
る
全
体
闘
争
の
一
部
分
で
あ
る

と
認
識
す
る
。
そ
し
て
、
「
一
九
八
八
年
海
の
箪
備

撤
廃
の
た
め
の
行
動
週
間
」
を
支
持
し
、
太
平
洋
の

団
体
や
個
人
が
そ
れ
に
参
加
す
る
よ
う
呼
び
か
け
る
。

ま
た
、
太
平
洋
運
動
は
カ
ホ
ラ
ウ
ェ
島
の
主
人
と

し
て
の
「
『
カ
ホ
ラ
ウ
ェ
を
守
れ
』
委
員
会
」

(

P

k
o
)
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
尊
里
し
、
リ
ム
パ
ッ

ク
派
習
反
対
運
動
に
関
し
て
p
k

o
か
ら
の
指
示
に

従
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
決
議
す
る
。

（
環
太
平
洋
合
同
軍
事
演
習
）

そ
こ
で
以
下
の
こ
と
を
決
議
す
る
。
第
五
回
非
核

独
立
太
平
洋
会
議
に
参
加
し
て
い
る
各
国
か
ら
の
代

表
者
は
、
自
国
の
政
府
に
対
し
て
カ
ホ
ラ
ウ
ェ
島
を

爆
撃
し
な
い
よ
う
に
確
約
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
。

ま
た
、
カ
ナ
ダ
政
府
に
対
し
て
は
カ
ホ
ラ
ウ
ェ
島
の

爆
撃
を
中
止
す
る
よ
う
圧
力
を
加
え
続
け
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
こ
の
会
議
の
参
加
者
た
ち
は
、
カ
ナ
ダ
大

使
館
や
領
事
館
に
手
紙
を
書
く
こ
と
、
リ
ム
パ
ッ
ク

演
習
中
に
可
能
な
ら
ば
カ
ナ
ダ
大
使
館
や
領
事
館
に

デ
モ
を
か
け
る
こ
と
。

首
脳
会
談
が
終
わ
っ
た
時
、

ソ
連
大
使
館
で
記
者

会
見
し
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
は
、

と
を
問
わ
ず
、

は
語
っ
た
。

「
私
は
、

ど
う
か
は
判
ら
な
い
。
し
か
し
、

限
に
つ
い
て
合
意
に
達
す
る
な
ら
ば
、

納
得
が
ゆ
く
よ
う
に
、

゜
と

」

（
以
下
略
）
』

記
者
に
対
し

て
「
海
洋
発
射
巡
航
ミ
サ
イ
ル
の
最
も
困
難
で
最
も

大
き
な
障
害
ー
効
果
的
な
検
証
方
法
に
役
立
て
る

た
め
に
」
こ
の
技
術
を
分
か
ち
合
う
こ
と
を
提
案
し

た
、
と
語
っ
た
。

「
私
た
ち
は
、
水
上
艦
で
あ
る
と
潜
水
艦
で
あ
る

船
自
身
に
つ
い
て
の
実
際
の
検
証
や

検
査
を
す
る
こ
と
な
く
軍
艦
上
の
核
兵
器
の
存
在
を

証
明
す
る
こ
と
の
で
き
る
方
法
を
提
供
す
る
科
学
技

術
の
成
果
を
利
用
し
た
」
と
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長

大
統
領
や
取
巻
き
た
ち
が
同
意
し
た
か

私
た
ち
は
提
案
し

た
◇
も
し
私
た
ち
が
海
洋
発
射
巡
航
ミ
サ
イ
ル
の
制

私
た
ち
は
こ

の
成
果
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
私
た
ち
は
、

ア
メ
リ
カ
が
こ
の
方
法
が
核
弾
頭
の
存
在
の
み
な
ら

ず
能
力
を
も
鑑
定
す
る
の
に
役
立
つ
こ
と
が
自
分
で

実
演
し
て
見
せ
て
も
よ
い
、

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
よ
、
,
9
 

な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
も
し
、
こ
れ
が
、

ら
ば
、

な
く
て
も
非
核
政
策
を
貰
き
う
る
、

成
り
立
つ
か
ら
だ
。

し
か
し
、

事
(
+
-

て
い
る
。

っ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
A
N
N
u
s
を
壊
さ

一
月
十
囲
日
）
に
よ
れ
ば
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ヘ
ラ
ル
ド
の
記

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
運
動
家
や
専
門
家
は
否
定
的
な
見
解
を
示
し

『
し
か
し
防
衛
専
門
家
は
昨
日
「
放
射
能
を
検
出

し
う
る
こ
と
は
何
も
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
語

弾
頭
か
ら
の
放
射
能
は
独
自
の
「
指
紋
」
を
持
っ

て
い
る
。
し
か
し
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
特
別

本
当
な

と
い
う
議
論
が

非
常
に
微
弱
な
放
射
能
な
の
で

通
常
は
非
常
に
近
づ
い
て
検
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

‘‘° 
し

』

技
術
的
な
飛
躍
的
進
歩
（
プ
レ
イ
ク
・
ス
ル
ー
）

と
言
っ
て
い
る
も
の
が
、

何
な
の
か
、
今
の
段
階
で

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
も
し
、

N
N
の
専
門
家
が
想

像
し
て
い
る
よ
う
な
従
来
の
微
屋
ガ
ン
マ
線
検
出
の

精
度
を
上
げ
る
位
の
話
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
の
言
う
よ

う
に
軍
縮
交
渉
の
道
具
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
他
の
プ
レ
イ
ク
・
ス
ル
ー
の
可
能
性
を
否
定
し

き
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

睛紺者のやW—ケ積hきl;J.凶rこ·
N
Z
専
門
家
は
否
定
的
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(12) 

■新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
で
し
ょ
う
か
…
。
「
反
ト
マ

運
動
」
と
こ
の
「
通
信
」
へ
の
日
頃
の
御
支
援
に
心

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
紙
面
へ
の
御
意
見
、
御
批
判
を
ど
う
か
お

寄
せ
下
さ
い
。
そ
れ
が
何
よ
り
の
励
ま
し
で
す
。

■今
年
こ
そ
「
反
ト
マ
運
動
」
の
正
念
場
で
す
。
ト

マ
ホ
ー
ク
搭
載
艦
が
日
本
を
「
母
港
」
に
し
よ
う
と

い
う
の
で
す
か
ら
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
年
末
は
さ
ん

ざ
ん
で
し
た
。
こ
の
「
編
集
後
記
」
も
そ
ん
な
こ
ん

な
の
ゴ
タ
ゴ
タ
の
中
の
、
と
あ
る
夜
明
け
に
書
い
て

い
ま
す
。
前
号
で
予
告
し
た
マ
ニ
ラ
で
の
「
非
核
独

立
太
平
洋
会
議
」
の
詳
し
い
報
告
も
、
他
に
お
願
い

編
集
後
記

会計報告
(87. 11. 6~12. 17) 

.
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I支出J

●家貨

●屯話代

●郵送仔

●文貝代

●印刷費

●会場仔

●行動費

●雑ft

●反核ホットライン経行

●手数料（郵便振替）

●借り入れ金返済

●次月への繰り越し

く計＞
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し
て
い
た
貴
重
な
報
告
文
も
ど
こ
か
へ
ふ
っ
と
ん
で
、

大
幅
に
内
容
を
変
更
し
て
お
送
り
す
る
こ
と
を
お
許

し
下
さ
い
。
執
筆
者
も
編
集
ス
タ
ッ
フ
も
こ
の
新
し

い
状
況
に
対
応
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
立
ち
上
げ
な

ど
で
す
っ
か
り
忙
殺
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

■
「
新
年
総
特
集
」
に
し
て
は
、
余
り
に
「
ク
ラ
イ
」

内
容
だ
？
そ
う
そ
の
と
う
り
。
こ
れ
が
88
年
初
め

の
私
た
ち
の
「
現
在
位
置
」
な
の
で
す
。
今
年
も
忙

し
く
な
り
そ
う
で
す
が
お
お
ら
か
に
、
楽
し
く
、
そ

し
て
シ
ン
ケ
ン
に
や
っ
て
参
り
た
い
と
、
ま
あ
、
こ

う
考
え
て
お
り
ま
す
。

← ＊
編
集

＊
定
価

＊
発
行

月
刊
反
ト
マ
ホ
ー
ク
通
信

一
九
八
七
年
十
二
月
二
0
日
発
行

ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
全
国
運
動

（
東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
ニ
ー
五
ー
九
パ
ル

青
山
五
0
1

―
ト
マ
喰
い
虫
社
）

0

0
三
（
四
九
八
）
六
0
九
五

0
四
四
（
六
―
―
-
)
五
一

0
-

反
ト
マ
ホ
ー
ク
通
信
編
集
委
員
会

1
0
0
円
（
通
信
会
員
年
間
二
0
0
0
円）

No 
． 

26 

ふたたび

カンパのお願い・・・

88年も目一杯動きます！ ［`、・言冒：
が余りにもさびしいのです◇ ；苦しいやり

に全国運動の財政は口::~るお願い、ま
くりが続いています どうぞよろしく。
ことに心苦しいのですが、
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ガ強すジり役いの力 ●倍もこたッ大
キさるなえ人る有潜神ホ増これ°卜ヘ横
がをのこなは光無水奈ッすれか実ワん毎
来保でとい‘景を艦川卜るをら際 lな賀
て障す忙の→を照が県ラこチ根のク事へ
いし°使に何想会入のイとャをとの態の
るつそつ‘をいす港渉ンをンはこ底を駆
←づんた無し描るす外を提スろろ力前逐
とけなら駄にいたる部倍案とう‘がに艦
いると←足来てめたが増ししとホ問しフ
うもきとをるみにび‘しまてしッわてァ
形の‘言踏のて外に口よすホて卜れ‘イ
には県ゎむだ下務核サう°ッいラるホフ
現‘のん時゜さ省トン トるイこツの
ゎ→役ば間核いにマゼ ラ段ンと卜母
れこ人かを搭゜おホル イ階ぱ妃ラ港
たんのりも載外も l ス ンでまなイ化
民なオのつな務むク級 のすだりンと
のに、ン顔とど省い搭原 力°ままのい

I声ハのをマあのて載子 をでだしネぅ

I 言信讐：
I 1保賀盆
I「]
1 チ艦

I 入I 10 7 24 港
i已 L□jiり］回
I へ＾ ＾数
＾ううう＾
裏ちちち 12
面原尼原月
匠潜潜潜 23
つ 106 24 日

づ 回回回視
＜一ーツ在、、

I 

ぎ： 

や
よ
り

反
核
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
R

1
1
.
8ー

1
2
.
8

11
．

泌

原

子

力

潜

水

鑑

ポ

ギ

ー

（

ス

ク

ー

ジ

ョ

ン

級

〉

、

午

前

10時
、

横

須

賀

を

出

港

。

11
．

公

原

子

力

潜

水

饂

フ

ラ

ッ

ゾ

ャ

ー

（

パ

ー

ミ

ッ

ト

級

）

、

午

前

10時
、

佐

世

保

を

出

港

。

1
1
.
8
フ

ラ

ッ

シ

ャ

ー

、

午

前

10時
、

ホ

ワ

イ

ト

ビ

ー

チ

妃

入

港

、

午

前

10時
半

、

出

港

。

1
1
.
8
原

子

力

潜

水

艦

ギ

ク

ー

ロ

（

ス

タ

ー

ジ

ョ

ン

級

）

、

正

午

、

横

須

賀

匠

入

港

。

1
2
.
3
ギ

ク

ー

ロ

、

午

前

10時
、

横

須

賀

を

出

港

。

1
2
.
1
0
ポ

キ

ー

、

、

午

前

10時
半

、

午

後

4
峙

、

ホ

ワ

イ

ト

ビ

！

チ

匠

入

港

、

沖

合

停

泊

。

午

後

4
時

半

、

出

港

。

1
2
0
1
7
ポ

ギ

ー

、

正

午

、

佐

咀

保

匠

入

港

。

1
2
.
8
原

子

力

潜

水

謳

ポ

ー

ク

ヒ

ル

（

ス

ク

ー

ジ

ョ

ン

級

）

、

正

午

、

横

須

賀

冗

入

港

。

．
 

し

か

な

い

で

し

ょ

う

C

九

回

も

た

っ

て

入

港

し

て

い

る

。

最

近

、

ホ

ッ

ト

ラ

イ

ン

で

届

い

て

い

る

ハ

ガ

キ

の

（

二

十

二

日

現

在

）

数

は

百

二

十

通

前

後

で

す

。

そ

の

大

部

分

は

神

奈

川

涯

日

さ

れ

る

の

は

、

同

艦

が

小

樽

県

下

の

労

働

粗

合

か

ら

の

も

の

で

す

。

こ

の

数

を

倍

や

函

館

、

釧

路

に

入

港

し

て

い

る

こ

増

さ

せ

た

い

の

で

す

。

ぜ

ひ

、

あ

な

た

の

ネ

ッ

ト

ワ

と

だ

。

同

艦

の

主

要

な

任

務

の

一

っ

ー

ク

を

増

や

し

て

下

さ

い

。

は

、

オ

ホ

ー

ツ

ク

海

に

潜

ん

で

米

本

土

を

狙

っ

て

い

る

ソ

連

の

戦

略

核

[
-
I

サ

イ

ル

瞑

涸

の

監

祖

と

い

わ

れ

て

い

る

が

、

こ

ろ

し

た

北

海

道

②

更

の

）

寄

港

は

同

艦

習

本

の

北

方

海

城

で

く

作

戦

行

動

し

て

い

る

こ

と

を

は

っ

き

づ

り

示

し

て

い

る

。

ら

ま

た

佐

出

保

へ

の

入

港

は

、

同

艦

っ
ヵ

の

ソ

連

潜

水

艦

の

探

索

浩

動

の

範

囲

―

下

が

南

方

海

域

に

も

ま

た

が

っ

て

い

る

段
面

こ

と

を

物

語

歪

一

回

九

十

日

間

の

航

海

で

Tー

A

裏（
 

G
o
s艦が収集す
る

ソ

連

諧

水

艦

の

デ

ー

タ

は

、

艦

上

の

ア

ン

テ

ナ

か

ら

艦

隊

通

信

衛

屋

を

通

じ

て

ハ

ワ

イ

に

あ

る

悉

海

軍

の

分

析

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

に

迭

ら

れ

て

い

る

。

蓋

軍

の

北

西

太

平

洋

で

の

対

ソ

A
s
w（
対

癖

作

戦

）

に

お

け

る

日

本

の

前

線

拡

点

化

は

、

攻

撃

と

防

御

の

両

面

で

今

年

も

一

段

と

進

ん

だ

と

い

え

そ

う

だ

。

闊
眼
欄
謡

i
1

¥
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(
6
2
.
1
2
．
花
現
在
）
ひ
っ
言
増
え
て
い
る
の
が
米
欄

ビ
駁
塁
の
ソ
連
潜
水
饂
探
索
船
Tー

A
G
o
s艦
（
二
、
二
八
五
ト
ン
）
の

]

』

]

叫

閂

]

t

c

冒

]

[

[

m

訓

恥

]

t

[

]

]

亨

[

[

汀

只

鱈

[

]

』

級

疇

0

汀
『
訳
m｛
・

叫

仰

縄

翫

馘

で

動

き

活

発

ー

、

今

年

の

米

国

防

報

岩

で

は

「

も

っ

七
回
か
ら
六
回
ヘ
・
・
・
・
・
・
と
、
や
や
テ
の
入
港
に
限
っ
て
見
る
と
、
昨
年
の
賢
こ
忍
婆
．
．
枷
．
f
.
―
[
．
．
．
．
冤
~
．
―
-
．
．
．
．
．
．
．
ー
と
も
屯
要
な
艮
距
眼
対
料
監
況
シ
ス
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0
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ま
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c
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5
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．
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平
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海
上
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衛
隊
へ
の
薄
入
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訣
ま
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瞬
期
五
2
3
記
2
9
2
1
5
2
5
1
0
2
3
今
年
の
最
大
の
特
徴
は
、
沖
縄
県
団
四
に
入
港
す
る
際
の
特
色
は
、
電
波
傍
受
施
設
「
象
の
オ
リ
」
と
、
佐
出
保
へ
、
十
、
十
一
月
に
横
須
貨
っ
て
い
る
。

（
虐
か
か
全
ふ
散
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
ヘ
の
入
喪
急
増
沖
合
に
＝
―
-
十
分
ぐ
ら
い
停
泊
し
て
、
収
集
し
た
情
報
を
交
換
す
る
た
め
に
へ
入
港
喜
た
。
馨
を
障
く
米
海
軍
軍
事
海
上
輸

6
 

泊
し
た
こ
と
だ
。
五
十
七
年
か
ら
米
攻
す
ぐ
に
出
四
し
て
し
ま
う
こ
と
。
こ
寄
浩
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
さ
る
八
月
、
横
須
袈
に
初
入
港
し
迭
団
の
栖
東
司
令
部
が
あ
る
横
翫
港

犬
斤
保
仰
洪
翫
館
深
浜
浜
路

甲

翻

墨

1

欝
盟
が
入
港
し
て
い
な
か
っ
た
の
間
、
臨
上
霞
か
ら
き
た
ラ
ン
チ
も
考
え
ら
れ
る
。
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
級
の
ホ
ノ
ル
ル
の
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
ヘ
、

T
|
A
G
o

入
佐
佐
横
横
函
横
横
横
釧
同
港
に
は
昨
年
、
五
年
ぶ
り
に
二
隻
が
瞑
潜
に
接
舷
し
、
黒
い
ス
ー
ツ
ケ
も

2
つ
日
立
っ
た
3
は
、
核
卜
も
、
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
埜
円
詔
艦
。
そ

s艦
が
初
め
て
姿
を
現
し
た
の
は
昨

猛
―
―
ル
フ
―
―
ル
一
＿
―
-
面
。
今
年
は
さ
ら
に
ピ
ッ
チ
が
早
ー
ス
を
持
っ
た
士
官
築
＇
是
り
、
マ
ホ
ー
ク
発
射
実
験
艦
た
っ
た
ス
タ
の
数
は
す
で
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
級
二
翌
月
。
昨
年
は
横
洪
（
四
回
）
、

のS
ダ
ダ
フ
ン
ダ
ダ
ブ
ダ
ダ
ま
っ
て
、
六
隻
十
回
（
ろ
ち
ロ
サ
ン
逆
に
黒
い
カ
バ
ン
が
艦
内
に
連
び
込
ー
ジ
ョ
ン
級
の
ギ
タ
ロ
（
三
、
六
四
十
六
隻
、
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
級
四
隻
に
小
樽
（
一
回
）
へ
三
隻
が
五
回
に
わ

0
名

G
、
＜
ン
豆
ァ
ン
ン
豆
ン
ン
ゼ
ル
ス
嘉
―
―
隻
七
回
）
。
＇
南
西
シ
ま
れ
た
り
す
る
。

0
]
)
の
入
喪
だ
。
ト
マ
ホ
ー
ク
を
達
し
、
日
本
に
警
釆
瞑
潜
の
相
た
っ
て
入
港
し
た
。

A
ぅ
ラ
ド
ー
つ
ラ
ビ
フ
ラ
ー
レ
ー
ン
海
域
で
も
、
米
攻
撃
型
原
迷
原
潜
の
重
要
な
任
務
の
一
っ
は
配
備
し
た
二
年
半
前
か
ら
動
静
が
注
数
が
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
艦
で
あ
る
こ
今
年
は
さ
ら
に
増
え
、
憶
釈
（
五

一
艦
、
マ
ン
ン
ラ
ン
ン
ン
ン
ン

T

コ
ロ
イ
ト
コ
コ
イ
コ
コ
帯
の
動
き
が
菌
秩
g
し
て
い
る
こ
と
電
波
情
報
の
収
集
な
の
で
、
あ
る
い
自
さ
れ
て
い
た
が
、
米
海
軍
は
な
か

r

合

は

確

実

だ

。

回

）

、

佐

世

保

（

二

回

）

、

函

館

CD
②
③
④
⑤
⑧
⑦
⑧
⑨
を
見
せ
つ
け
た
。
ぼ
沖
縄
県
説
容
村
に
あ
る
米
海
軍
の
な
か
用
心
決
く
、
よ
う
や
く
八
月
に
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
、
（
一
回
）
、
釧
路
（
同
）
へ
三
隻
が

45r日本への米原潜入港回数
回 頃去5年間）
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一3言
詞
疇
』

35

日

ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ

計

4

1

回

（

う

ち

原

潜

4

0

回

）

※
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
の
8
7
年
の
ま
と
め
的
分
析

は

次

号

に

な

り

ま

す

が

、

前

号

に

ひ

き

続

い

て

原

子

力
潜
水
艦
の
入
港
回
数
を
1
2
月
2
3
日
現
在
で
昨
年
と

比
較
し
ま
す
と
、

横

須

賀

佐

世

保

ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ

＼
 

eo 

7
回
減

1

回
減

7

回
増

憤
須
賀

（表面下段につづく）

計

1
回
減

※

朝

日

新

聞

に

石

川

巌

記

者

の

動

同

分

析

か

出

て

い

ま
す
。
大
変
厄
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
コ
ピ

ー
を
の
せ
ま
し
た
。


